
 

平
成
19
年
２
月
３
日(

土)

、
市
原
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
で
平
成
18
年

度 

市
原
市
立
中
央
図
書
館
主
催
事
業 

文
学･

教
養
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。 

今
年
度
は
、
作
家
の
早
乙
女
勝
元
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
「
読
む
こ
と 

書
く
こ
と 

生
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
に
は
三
百
数
十
名
の
参
加
者
に
お
出
で
頂
き
ま
し
た
。
お
話
の
内
容

は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
の
東
京
大
空
襲
の
被
災
体
験
を
交
え
、
戦
時
中
の
学

校
生
活
や
終
戦
後
の
動
乱
期
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
終
戦
後

の
十
代
の
頃
に
古
本
屋
さ
ん
で
明
治
期
以
降
の
文
学
作
品
を
全
て
読
破

し
た
体
験
か
ら
、
良
い
文
章
を
書
く
た
め
に
は
、
多
く
の
良
い
文
章
を
読

む
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
自
分
の
中
に
良
い
文
章
を
貯
め
て
行

く
こ
と
に
な
る
。「
良
く
読
み
、
良
く
書
く
こ
と
は
、
良
く
生
き
る
こ
と

に
繋
が
る
。」
と
の
、
お
話
を 

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
図
書
館
に
求
め
る 

こ
と
と
し
て
、 

・
調
査
、
研
究
の
資
料
を
集
め 

る
こ
と
（
特
に
郷
土
資
料
） 

・
地
域
の
情
報
セ
ン
タ
ー
で
あ 

る
こ
と
。 

・
娯
楽
の
場
で
あ
る
こ
と
。 

 

と
、
提
示
さ
れ
ま
し
た
。 

中
央
図
書
館
も
早
乙
女
先
生
の 

お
言
葉
を
胸
に
活
動
し
て
行
き 

ま
す
。 

平
成
19
年
度
も
市
原
市
立
中 

央
図
書
館
の
主
催
事
業
を
各 

種
開
催
い
た
し
ま
す
。 

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち 

し
て
い
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

早乙女 勝元 
太平洋戦争末期の昭和２０年３月１０日、東京

は大空襲で一夜にして焦土と化し、１０万人にも
のぼる人々の命が犠牲となりました。 

１２歳で被災し、九死に一生を得た早乙女勝元
氏は、戦後、町工場で働きながら文学を志し、１
８歳で書いた作品が直木賞候補となって作家活
動を開始。以来、一般市民の戦争体験をつぶさに
伝える小説や、国内外で戦禍の地を訪ね歩いたル
ポルタージュ、児童文学など、ヒューマニズムを
基軸に据えた数多くの作品を生み出してきてこ
られました。 

２００２年、江東区に開館した「東京大空襲・
戦災資料センター」の初代館長をつとめる一方、
語り部としても活躍し、戦争の惨劇と平和の尊さ
を訴え続けています。 


